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ましたね。
仁尾　業務の内容によってヘルパーに教え
てもらったり，看護助手に教えてもらったり，時
には看護師に教えてもらったりしていました。
具体的には，当時は紙の記録だったので，記録
の書き方や患者の症状とコミュニケーションの
とり方だったら看護師に，掃除やおむつ交換の
仕方はヘルパーに教えてもらう，という形でし
た。
渕上　入職当初はスタッフの職種が把握で
きなかったのですが，職種を問わずいろいろな
先輩スタッフが声をかけてくださり，指導して
いただいたので，チームに溶け込むのには時間
がかかりませんでした。わからないことは気軽
に質問できて，スムーズに業務を覚えることが
できました。
福井　看護補助者と連携するなかで感じる
業務上の利点に関してはいかがですか？
仁尾　患者さんの療養環境の整備だったり，

看護助手からキャリアをスタートさせて

福井　まず，当院では，いわゆる「看護補助
者」という枠のなかに「介護福祉士」「看護助手」
「ヘルパー」の3つの職種が入っています。夜勤
業務につけるのは介護福祉士と看護助手。ヘル
パーには日勤業務を担ってもらっています。こ
れらの名称の整理は課題です。
私も含めてここにいる4人は看護助手からキ
ャリアをスタートさせていますが，それぞれ入
職時期は異なります。それぞれ，どのような教
育体制でしたか？
有本　いまでこそマニュアルがありますが，
以前はベテランの看護助手や准看護師の方に直
接教えてもらうということが多かったです。た
だマニュアルがないので，仕事を教えてくれる
その人のやり方――いわば我流でやっているこ
とを伝えられるということもあって，教えてく
れる人によって方法が異なるということがあり
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食事の介助やおむつ交換，記録の準備，あるい
は検査データを取りにいってもらったり，安定
した患者さんであればレントゲン検査に同行し
てもらうなど，ケアの周辺的な仕事をサポート
してもらうことで看護業務がスムーズに，効率
的に進むということは実感しています。もちろ
ん，これらは看護師でもできることですが，現
実的にすべてを担うことは難しいので，業務の
うえでとても助けられています。
福井　精神病床のマンパワーは他科に比べ

て少ないのが現状です。それに対する補完とし
て，看護補助者にある程度業務を任せていく必
要があります。では，看護師はその時間で何が
できるのかといえば，第一に患者さんといま以
上に密にかかわれるわけです。これは医療安全
の面においても重要なことで，転倒・転落など
の事故も未然に防ぐことができます。
有本　倫理的側面から考えてみれば，場合に
よっては症状がとても強くて行動制限を考慮し
ないといけない患者さんがいたとしても，看護
師がその患者さんにかかわる時間を多くもつこ
とができれば，不要な行動制限もしなくてすみ
ますね。
福井　そこも大きいです。看護業務を補完し
てくれる職員がいることで，残業時間が少なく
てすむという観点からすると，看護師のワーク
ライフバランスにも寄与していると言えるでし
ょう。

補助者学習運営委員会の発足の経緯

福井　「補助者学習運営委員会」の発足は2年
前，2014（平成26）年の4月です。
2010（平成22）年に日本看護協会（日看協）か

ら『急性期医療における看護職と看護補助者の
役割分担と連携に関する基本的な考え方』が発
表されました。そのなかでは，看護補助者に関
して「医療スタッフの一員として効果的に活用
することが重要である」とされています。では，
効果的とは何か。それはおそらく看護補助者を
「便利に使う」という短絡的な話ではないと思い
ます。これは看護補助者に業務の質を上げても
らい，「プロ意識をもってもらう」ことだと私は
解釈しました。
私自身も看護補助者として当院で働きはじ
め，後に看護師資格を取得しました。いざ看護
師資格を取って看護補助について振り返ってみ
ると，看護師と看護補助者の違いは「責任」とい
う部分ではなかろうかと考えるようになりまし
た。要するに「看護補助者として自分が行って
きた業務上の責任を，看護師つまり有資格者が
負ってくれていたのだ」ということに思い至っ
たわけです。
看護補助者は「プロ」として業務にあたり，看
護師（有資格者）には看護補助者に対して「プロ」
として働いてもらうための教育上の責任があり
ます。日看協の『急性期医療における～』で言わ
れていることと，私の経験がここで合致しまし

（左から）仁尾さん，渕上さん，有本さん，福井
部長。八尾こころのホスピタルにて。
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た。
これが補助者学習運営委員会の発足の経緯
です。実はそれまでにも教育委員会の主導で看
護補助者に対して教育を提供する枠組みがあっ
たのですが，年に1回グループワークなどを行
うだけ，しかも技術的知識の習得は現場に任せ
ていたのが現状でした。やはり専門的に看護補
助者に学習してもらう枠組みを責任をもってつ
くらないといけない，という機運があったこと
も事実です。
仁尾　それ以前にも介護福祉士による勉強

会がありましたよね。
福井　介護福祉士のモチベーションを上げ

るために，「介護福祉士会」という名称で1年に1
回開催されていました。それは介護福祉士の主
導で，日常生活の援助に関する教育を行うもの
だったのですが，患者さんとかかわるというこ
とでは，精神科に関するより専門的な知識が必
要です。補助者学習運営委員会にはその機能も
果たしてもらいたいと期待しています。
補助者学習運営委員会の看護部委員会上の
位置づけですが，当院看護部委員会は各委員会
を〈安全管理〉〈看護の質〉〈人材育成〉のカテゴ
リに分けて構成しています。補助者学習運営委
員会は〈人材育成〉というカテゴリのなかに位置
づけています。ここでは，第一金曜日に1時間
ほど委員会で集まる時間を設けています。メン
バーは5名。これは看護部長の私が選出してい
ます。当然ある程度指導ができるというレベル
に達しないと，この委員会のメンバーは務まり
ません。また，メンバーにとっては自分たちの
学習の機会にもなると考えています。ただ，現
在のところ，補助者学習運営委員会を具体的に
どのように機能させるかは検討の最中です。

では，補助者学習運営委員会の目的・目標を，
仁尾師長から説明していただけますか。
仁尾　はい。補助者学習運営委員会では，看
護補助者の育成と成長をはかる，ということを
目的に掲げました。ここで課題として焦点化さ
れたのは，この委員会の対象として介護福祉士
を含めるかどうかでした。看護助手やヘルパー
の教育に介護福祉士を含めるとすると，教育内
容に関するニーズにズレが生じるかもしれませ
ん。そこでまずは，看護助手とヘルパーの教育
を中心に考えることになりました。教育の内容
としては，業務を行っていくうえでの基本的な
技術と接遇に関するものです。
補助者学習運営委員会として看護補助者に
教育を受けてもらうにあたり重視していたの
は，看護補助者に明確な目標をもって教育を受
ける必要性を理解してもらうことでした。いわ
ば「教育の意味」というところですね。ただ，現
時点では「個別目標の設定」というところまで
は，補助者学習運営委員会のなかに組み入れて
はいません。これは今後の課題です。
接遇に関しては全国の多くの（精神科）病院で
取り組まれているように，当院でも課題でした。
看護師の接遇も重要ですが，特に看護補助者は
それまでの経験の差が大きいのです。つまりこ
れまで社会人経験があるのかないのかで，接遇
に関して個々の職員に備わっているレベルに差
異があります。
福井　患者さんへのかかわりということに
関しては，みんなとても熱心で一生懸命ですが，
こと接遇に関しては意識に差がありますね。
仁尾　特に外部からの電話対応や，ご家族へ
の対応などの場面で接遇の良し悪しは顕著に出
てきますからね。教育を提供する側もどこか「そ
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のぐらいのことはできるだろう」と思い込みが
ちなところもあるので，その点はしっかり教育
に組み込もうということになりました。
表面上の練習は意味がないと思われがちで
すが，習慣化は方法の定着になるので，あいさ
つの仕方や受け答えを社会人のモラルとして定
着させ，わかっている人にも確認の場としても
らう。そして医療人として，どのようにかかわ
るのかも，病院に就職して学んでもらう場の提
供をと考えています。今後は補助者学習運営委
員会だけでなく，看護部の倫理委員会・教育委
員会などと協力して，接遇場面をロールプレイ
での練習を盛り込んだ研修として行い，講義で
は接遇の根拠性やサービス・ホスピタリティの
理解を深めていきたいと考えています。

看護師と看護補助者の教育に違いはあるか

福井　また，補助者学習運営委員会が発足す
る前から，看護補助者を対象としたチェックリ
スト（補助者援助技術達成チェックリスト）があ
ります。
有本　チェックリストには業務全般の内容

が盛り込まれていますよね。そうした機会がな
いわけでもないので，死後処置に関することも
含まれています。
福井　看護師を対象とした文言のなかから

看護補助者に移管できる内容をすべて盛り込ん
だものです。内容はほとんど新人の看護師のチ
ェックリストと変わりません。
仁尾　看護補助者に関する研修では，看護師
と看護補助者の業務の役割分担を明確にしない
といけないということをよく聞きます。しかし，
委員会としても，個人的にも，そのあたりの区

分けがはっきりしない部分があり，「看護補助者
さんにはここまでのことをしてもらわないとい
けない」という点を一致させるということが今
後の課題となっています。
福井　ただ，精神科看護を行うなかでは，看
護師と看護補助者の業務の境界を定めるのは，
とても難しい部分もあります。私の実感として
は，マンパワーの少ない精神科にあって「看護補
助者の仕事はここまで，ここから先は看護師の
仕事だ」と分担しすぎてしまうことで，反対に業
務がスムーズにまわらないということが起きて
きます。もちろん法律上で定められた，看護補
助者にはできない看護師の業務はあります。し
かし，それ以外の部分では，看護師と看護補助
者の業務内容に関しては，「重なりあいながら協
働する」ということを柔軟に考えていくべきで
はないでしょうか。それだけ精神科における看
護補助者の役割は大きいのです。
仁尾　先ほどチェックリスト（補助者援助技

術達成チェックリスト）の話題が出ましたが，こ
れがまだまだ効果的に活用されていない状況が
課題としてあげられます。原因の1つとして，こ
れまではチェックリストの活用を病棟任せにし
てしまっていたということが考えられます。こ
の点に関しては補助者学習運営委員会が，各病
棟で教育や評価が適正になされているか，積極
的にかかわっていく必要性を感じています。
また，チェックリストそのものも，文章が長
く，また具体的に書かれていないために可読性
が低く，活用しづらいのは事実です。アンケー
トなどでもそうですが，文字が多いと答える気
をなくしてしまいます。こうしたことから，誰
もが簡単に読めるように短文にして，もしその
チェック内容がすぐにわからなければマニュア



特集

026 精神科看護 2016.8. vol.43 No.8（通巻 287号）

ルを参照できるようにしたり，マニュアルのと
ころでも抜けているところは説明書きを別途に
つくっておくような仕様のものにチェックリス
トをつくり変えているところです。
評価の時期に関しては，3か月，6か月，1年と
いう目安は一応設定していますが，「いついつま
でにチェックリストをまとめてください」とい
うのでは「やならいといけない」という義務感に
駆られて，逆に億劫に感じてしまうと思うので
す。ですから，改良したチェックリストには，
期日はあえて入れていません。それに病棟の都
合――1月で一気に教育する病棟もあれば，じ
っくり6か月を使って教育する病棟もあります。
そのため，それぞれのペースに合わせて定期的
に補助者学習運営委員会が声かけをして進めて
もらう予定です。
また，病棟の中で看護補助者の教育に従事
する人材に関しても課題となっています。誰に
看護補助者の教育を担ってもらうのかに関して
は，いくつか選択肢があります。その1つとし
て，普段あまり前面に出ることのない准看護師
に担っていただくことで，彼らにも業務に対す
るモチベーションを高めていただくことも考え
られます。

「分業」を超えて補完しあう関係性を

編集部　さきほど福井部長より「モチベーシ
ョン」という言葉が出ましたが，看護補助者の
モチベーションの維持・向上に関して，看護師
として配慮していることはありますか。ご自身
の看護助手時代の経験からでもお話いただける
ことがあれば……。
有本　経験から言えば，それまでずっと指導

者について教えてもらっていたことを，1人で任
せられると，モチベーションが上がりますね。
逆に放っておかれたりしたら，業務に対する意
識は下がっていたと思います。任せられれば，
「教えてくれた人のためにもがんばろう」という
気持ちになりますよね。
渕上　看護助手のころを振り返ってみると，

「自分はこれだけ仕事ができるようになった」と
いうことに気づけないまま業務を行っていた感
覚が強かったのです。そうしたなか，夜勤など
のときにパートナーとなった職員にほめてもら
うような声かけをしてもらえると，「自分は病院
の一員として役に立てているんだ」という実感
をもつことができました。そうすると「もっと
学んでいかないと」「みんなに迷惑をかけないよ
うにやっていこう」という思いが湧いてきまし
たね。
仁尾　期待されていたり，認められているこ
とがわかる声かけがあると「仲間意識」が生まれ
ますね。個人的には，朝の申し送りやカンファ
レンスでも看護助手である自分の発言を尊重し
てくれたと感じられたときに，「仲間意識」とい
うものを感じました。反対にそうした発言をと
りあってくれなかったり，提案に対して無下に
「そんなこと無理だよ」と言われていたら，「はみ
出している」という感じがしてしまって「次から
は発言しないようにしよう」と思ったかもしれ
ません。それに自分が看護助手であったころの
経験やいま看護補助者と一緒に働いているなか
で，彼らのもっている情報のなかにはとても貴
重なものがあることを実感するので，情報共有
がなされないということは看護のうえでも非常
に不利なことだと思います。
有本　そうですね。ですから，発言しやすい
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環境をつくるということはとても大事です。原
則としてその場での発言に対して，たとえそれ
が見当はずれであっても絶対に批判しないとい
うのは気をつけておくべきことだと思います。
渕上　それに患者さんのほうでも看護補助

者と看護師の「違い」を理解していると思います
から，私たち看護師よりは，看護補助さんのほ
うが言いやすいということもあるでしょうね。
実際にヘルパーから「あの患者さん，こんなこ
とを言っていましたよ」と教えてもらえること
があります。看護師も患者さんの日常生活を途
切れなく観察していますが，看護補助者のほう
が患者さんの日常生活の様子に深く接すること
ができているのではないかと思います。
福井　そして，そうした情報はとても貴重な
もの。「看護補助者の活用」には，そうした情報
をいかに引き出して，看護に活用していくかと
いうことも含まれているのだと思います。その
ためには，いま話題としてあがったように，い
かにチームへの参加意識をもってもらうか，そ
してそのような土壌をつくることができるか，
ここにかかっています。
渕上　「看護補助者の活用」というと，「役割

分担」という部分にのみ焦点があたりがちです。
それはそれで看護師が業務を進めていくうえで

の利点ではあるのでしょうが，「活用」を看護補
助者との情報共有の機会ととらえることで，そ
の意味合いも変わってくると思います。
仁尾　看護補助者と看護師の間での「分業」と
いうよりは，お互いに補完しあい，フォローし
あうことで，より質の高い看護が提供できるの
ではないでしょうか。
福井　行動制限，医療安全，感染対策など
……。これらのことは，看護師だけでもできな
いことはないのでしょうが，看護補助者のサポ
ートによって，より慎重に，安全に進められま
す。こう言うと「看護補助者をマンパワーとして
しか見ていないのか」と思われそうですが，そう
ではありません。先ほど私が述べたように，患
者さんとかかわるということでは，看護補助者
もケアのプロなのです。そうしたプロ意識をも
って看護補助者には働いてほしいし，看護師に
もそのような人材として彼らに接してほしい。1
人1人の患者さんを支え，ケアしていく仲間で
あるという意識が生まれてくれば――先ほど仁
尾師長が話したように「仲間意識」が生まれてく
れば――「看護補助者の活用」も自然とうまくい
くのではないでしょうか。

〈終〉


